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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

社会を明るくする運動（啓発活動）

深谷地区保護司会への補助金交付

深谷地区保護司会事務

更生保護機関等との連絡調整

決算額

国支出金

執行体制

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

700,000

700,000

700,000 700,000

700,000

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

4,241,301 4,705,083

3,541,301 4,005,083

0.45

事務事業評価表
１．基本事項

0.50 0.50

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

更生保護活動事業

犯罪や非行をした人たちの改善更生を助けるとともに、犯罪予防の啓発に努め、公共の福祉の充実を図るため。

対象
※誰・何を対象に

保護司

区分 款

手段
※どのように

社会を明るくする運動深谷市推進委員会を設置し、更生保護への理解促進や犯罪予防等のための啓発活動を行う。ま
た、深谷地区保護司会が円滑に活動できるよう、研修及び啓発活動等に係る費用について助成する。

成果
※何を求めるか

市民の更生保護に対する理解や、犯罪予防の意識が高まる。また、保護司においては、研修等により知識を深めるこ
とで自己研鑽につながる。

中項目 1 一人ひとりの個性が尊重されるまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

700,000

0 0

700,000

区分

大項目

小項目

6

犯罪や非行をした人の立ち直りを見守り、地域で支えていく取り組みを、保護司会及び更生保護女性会が行う。毎年
７月には市も含めた３者の共催により「社会を明るくする運動」として、更生保護への理解促進や犯罪予防のための
啓発活動や講演会を実施する。また、これらの活動に対する補助金を交付する。

県支出金 0 0 0 0

社会福祉総務費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会福祉費

市民・深谷地区保護司会

0

4,963,910

4,263,910

0.50

700,000

0

700,000

令和5年度 令和6年度

4,811,121

4,111,121

令和07年06月16日(月)

令和9年度

保護司法
深谷市更生保護活動事業補助金交付要綱

■ □

700,000 700,000

人権政策課 担当係 人権政策係 管理番号 13121更生保護活動事業

みんなで創る協働のまち

人権・個性が尊重される社会づくりの推進

令和7年度

民生費

700,000

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

補助金交付額

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

啓発活動実施回数

講演会開催回数

目標値

実績値

講演会来場者数

更生した人たちへの差別や偏
見を知っている人の割合

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

成果指標２

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

197.001,027.00

1.00 1.00

500.00 500.00

回

活動指標２

活動指標３

単
位

千円

成果指標１

95.68 96.00

実績値の算出式

90.00

実績値

10.00 7.00 7.00 7.00

目標値 90.00

500.00

令和
9年度

深谷市・深谷地区保護司会深谷支部・４地区（深谷・岡部・川本・花園）
更生保護女性会により、「社会を明るくする運動深谷市推進委員会」を設
置した。街頭啓発活動や講演会をコロナ前と同様に開催することができ
た。

深谷市民文化会館大ホール定員の半数／実績

実績値の算出式

10.00 7.00 8.00

861.00

1.00

人

％

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 人権政策係長　田部井　理恵

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

講演会において、電話での申し込み受付と並行して、電子申請での受付を
行い、職員の受付時間を短縮することができた。また、アンケートの集計
はAI-OCRを利用することによって迅速に行うことができた。

B

A

講演会については、来場者数が目標値を達成できなかったが、来場者に対
して更生保護活動について周知を図ることができている。講演会のアン
ケートでは「罪を犯した人たちに対する差別や偏見があることを知ってい
ますか？」という問いに対し、「知っている、多少知っている」と回答し
た割合が96.0％となっており、昨年度に大幅に増加した高い割合から更に
増加している。引き続き継続して啓発を行っていく。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 人権政策係長　田部井　理恵

700.00 700.00 700.00 700.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

700.00

90.00

150.00 500.00

例年の回数/　実数

1.00

1.00 1.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

　

90.00 90.00

85.60

令和
7年度

令和
8年度

700.00

700.00

7.00

500.00

90.00

7.00

平成３１年度より指標設定。　/　講演会来場者アンケート（知っている、多少知っている）

1.00

回

700.00

深谷市内の街頭啓発活動・街頭啓発パレード　

1.00 1.00

700.00


